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広
本
方
丈
記
に
お
け
る
五
大
災
厄
の
叙
述

に

つ
い
て

春

山

要

子

方

丈
記
に
お

け
る
五
大

災
厄
の
記
事

の
有
無
は

、
広
本
と
異
本

と
の
両
系
統

を
巨
岡
す

る
最
も
㌃
、
予、」な
点
て
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
部
分

の
叙

途
は

、
・又
休
の
上
か
ら
見

て
も
問
題
を
含

む
個
所

の
よ
う
で
あ
る
。

先

ず
、
広
・∵
方
丈
記
に
の
み
見
ら

れ
る
五
六へ
災
厄
の
叙
述
に
は
、

「
侍
り
」

と

い
・つ
語
が

、
十
二
回
乃
至
、
十
七
回

、
使
用

さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
広

し
.
系
続
本
の
、
そ
の
他

の
部
分

並
ぴ
に
、
異
本
系
統
の
本
に
は
、

一
回
も

こ
の

囚
,
の
使

用

が
な

い
。
こ
の
女
う
な

「
侍
り
」
の
使
用
に
対
す

る
、
今
迄
の
見

解

は

、
次

の
三
、
に
代
麦

さ
れ
る
よ
う

て
あ

る
。

(
1

)

①

読
者
を
意
識
し
た
た
め
で
あ
ろ
う

。
(
2

)

伽

後
人

の
挿
入
で
ほ
な
い
だ
ろ
う
か
。

紛

穫
語
用
法

て
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
見

解
の
中
て
は
、
私
は
、
①
を
支
持
す
る
。
然
し

、
①

の
見
解
を

文
持
す

る
に
し
て
も
な
お
、
そ
の
根
拠
に
は
疑
念

が
残

っ
た
。
方
丈
記

は
、
随

筆
と
は

い
い
な
が
ら

、
周
知
の
如

く
非
常
に
自
照
性

の
強

い
作
品

で
あ
る
。
そ

こ
て
、
読
者
と
は

、
作
者
自
身
を
も
合

め
た
対
象

で
あ
る
、
と
考
え
る
方

が
妥

当
な
の
て
は
あ
る
圭

い
か
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し

て
、
な

ぜ
、
五
六
八
災
厄

の
部
分

に
限

っ
て
、
そ
の
ヒ
う

に
対
者
意
識
が
強

く
潜
在
し

た
の

で
あ
ろ
う

か
。
私
に

と

っ
て
、
こ
れ
ら
の
疑
問
を

解
く
鍵

の
役
目
を
果
し
た
の
も
又

、
や
は
り

「
侍

り
」
の
語

で
あ

っ
た
。
そ
の

「
侍
り
」
の
用
法

は
、

係
助
詞

を

伴

・・-
も

の
も

多
く
、
そ
れ
に
よ
る
何
ら
か
の
効
果
を
も
企
図
し

て

い
る
よ
う
に
思

わ
れ
た
。

そ
こ
で
、
係
助
詞
と
の
関
連
に
お

い
て
、
方
丈
記
全
体
を

み
た
結
果

、
五
大
災

厄

の
部
分

の
係
助
詞

の
特
徴
が
明

ら
か
に
な
り

.
他
の
部
分

と
は
ひ
ど
く
違

っ

て
い
ろ

こ
と
が
解
っ
た
。
そ
し
て

、
こ
れ
ら

「
侍
り
」

と
係
助
詞

の
用
法

か
ら

考
え

て
、
こ
の
部
分
は
他
の
個
所

に
比
ぺ
て
、
相
当
に
和
文
的
要
素
の
強

い
文

体
な
の

で
は
な
い
か
、
と
推
定

さ
れ
た
。
そ

こ
で
、
訓
読
系
の
文
体

の
特
徴
を

諸
先
学
の
著
菩

に
仰

ぎ
な
が
ら

、
他
の
部
分

と
の
比
較
を
し
た
結
果

、
や
は
り

五
大
災
厄
の
部
分

が
、
他
の
部
分

と
は
非
常

に
違

っ
た
文
体
の
個
所
で
あ
る
こ

と
を
知
り
得

た
と
思
う
の
で
あ

る
。
更
に
、
こ
の
菖
実

が
、
何
を
意
味
す
る
か

は

、
広
串
方
丈
記
自
身
に
と

っ
て
も
興
味
深

い
問
題

て
あ
る
よ
う

に
思
う

。

.

〔
4

)

方
丈
記

の
諸
伝
本
に

つ
い
て
は
、
鈴
木
知
太
郎
博
士
の
解
説
に
よ

っ
て
、
現

在
、
写
本

、
木

活

字

本
、
板
本

の
類
を
合
せ
て
、
四
十
五

、
六
力
存
す
る
こ

と
が
明

ら
か
に
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
う
ち
、
三
十

二
本

は
詳
し

い
解
説
が
あ



り
、
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
び

、
私

の
比
較
検

(
5

)

(
(
6

)

討
に
使
用
し
た
本
は
広
+
ボ系
五
本

、
異
本
系
七
本

、
他
に
本
文
校
異

に
よ

っ
て

(
7
)

〔
8

)

う

か
が
う

こ
と
の
で
き
た
も

の
、
広
六か
十

一
、
異
車

二
、
で
あ
る
が
、
五
六八
災

厄

の
記
宜
,・に
関
し
て
は
、
広
率
、
異

木
両

系
と
も
例
外
が
全
く
見
ら

れ
な

い
。

即
ち

、
広
率
系
で
は
例
え
ば

、

一
条
兼
良
本

の
如
き

、
流
布
本

の

特

徴

た

る

と
月
か
げ
ほ
:
…
∴

の
歌
を
載

せ
な
い
写
本

で
も
、
五
六八
災
厄

の

記

事

は

存

し
、
反
対

に
異
本

系

は
悉
く
、
こ
の
記
事
を
欠
く
の
で
あ
る
。
流
布
車
系
は
、

,白
旗
系
に
武
者
の
子
圧
死

の

一
条
を
加
え
、

こ
の
部
分

に
五
例

の

「
侍
り
」
が

見
ら

れ
る

こ
と
乙
尉

知
の
逆
り

で
あ
る
。
処

で
、
古
本
系
十

二
、
流
布
本
系
十

七
の

「
侍
り
」
の
用
法
を
表
示
す
ろ
と
、
次

の
よ
う
に
な
る
と
思
う
。

◎

用
法
中
、
動
詞
を
動

、
補
助
動
詞

は

一
人
称

の
主
語
に
応
ず

る
も

の
を

補

一
、
三
人
称

の
主
語
に
応
ず

る
も
の
を
補

三
、
と
略
し
た
。
算
用
数
字

は
事
例
数
。
係
助
詞
を
伴
な
う
も
の
は

(

)

内
に
語
を
示
し
た
。

「
侍
り
」
自
体

に
即
し
て
云
え
ば

、
既

に
ご
高
説

が
あ
る
通
り

、
平
安
末
期

へ
9

㌔

に
は
口
頭
語
か
ら
退
き
、
文
章
語
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
り

、
方

丈
記

の

「
侍
り
」
が
・又
語
性

の
も
の

で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま

で

も

な

い
。
然

(
10

一

し
、
そ
れ
は
徒
然
草

の
用
法
に
対

し
て
云

わ
れ
た
如
き
雅
語
用
法
と
は

、
な
お

距
離

の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
む
し
ろ

、
そ
れ
は
土
周
知
雄
氏

が

発

心
集

の
用
法
に
言
及
さ
れ
て

「
発

心
集

の
性
格
か
ら
し
て
も
、
当
然
読
者

が

予
想
さ
れ
る
の
で
あ

る
か
ら
、
会
話

の
手
法
を
地
の
文

に
転
用
し

て
、
読
者
に

(
11

)

親
し
く
訴
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
」

と
述

ぺ
ら

れ
た
も

の

に
近

い
と
考

え
ら
れ
る
。
勿
論

、
発

心
集

の
性
格
に
方

丈
記
を

比

へ
る
の
は
無

謀
で
あ
ろ
う

が
、
然
し

、
五
大
災
厄
の

、
方

丈
記
中
に
於
け
る
位
置
を
考

え
る

時
、
又
首
肯

で
き
る
点
も
な

い
わ
け
で
は
な
い
。
五
大
災
厄

の
位
置
は
、
方
丈

記

一
篇

の
結
構
か
ら
見

て
、
発

心
集

の
説
話
に
類

似
し

て
い
る
点
が
あ
る
と
思

う

。
い
う
ま
で
も
な
く
、

こ
の
部
分

は
、
前

、
後

半
の
構
成

の
前
半
に
属

し
、

作
者

の
人
生
観
を
述

ぺ
る
冒
頭

の

一
節
を
受

け
て
、
こ
れ
を
現
実
の
世
相

に
徴

証
す
る
と

い
う
、

そ
の
実
例

の
位
置
を

占
め
て
い
る
が
、

こ
の
部
分

は
又
、
後

半
に
対
し
て
、
明
ら
か
に
目
的
意
識
を
も

っ
て
書
か
れ
た
も

の
で
あ
る
と
考
え

ら

れ
る

の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
閑

居
生
活
を
肯
定
安
心
す
る
目
的
と
も
考

え
ら

れ
る
し
、
ひ
い
て
は
又
、
同
様
の
心
境

に
あ
る
筈

の
人

々
に
対
し

て
、
発

心
?

を

「
親
し

く
訴

え
る
」
目
的
も
潜
在
し

た
の
か
も
し
れ
な

い
。
と
も
あ

れ
、
五

大
災
厄

の
記
事

が
、
発
心
集
の
説
話

に
於

け
る
、
発
心

の
動
機
を
語

る
部
分
と
・

類
似
し
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
と
思
う

。
即
ち
、
後
半

の
叙
述

の
前
提
と
し

て

の
五
大
災
厄

の
叙
述

は
、
む
し
ろ
説
得
的

に
な
る

の
が
当
然

で
あ
っ
た
だ
ろ

う
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
方

丈
記

の

「
侍
り
」
に
は
ま
だ

対

話
意
識
が
潜
在
す

る
と
私
は
考
え
る
の
で
あ
る

。



又
、
第

一
表
に
付

し
た
係

助
詞

に
つ
い
て
み
る
と
、

一
人
称

の
主
語
に
応
ず

る
補
助
動
詞

の
用
法

に
は
、
全
て
、
強
調
を
目
的
と
す

る
係
助
詞
が
伴
わ
れ
て

い
る
。

こ
の
こ
と

は

「
侍
り
」
の
使
用

と
と
も
に
、
五
大

災
厄
叙
述

の
態
度
を

明
示
し
て

い
る
と
考

え
て
よ

い
と
思
う

。

二

係
助
詞

に
よ

る
強
意
表
現
が
前
半

に
多

い
と

い
う

こ
と
は
、
既
に
土
田
知
雄

「

12

)

氏
の
ご
指
摘

が
あ

る
が
、
な
お
仔
細

に
見
る
と
、
前
半

の
中

で
も
特
に
五
大
災

厄

の
部
分

に
集
中
し
て
用

い
ら

れ
、
他

の
部
分

の
用
法

と
は
相
当
に
違

っ
て

い

ろ
点
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
大
福
光
寺
本
に
よ
っ
て
表
示
す
る
と
、
次

の
通
り

で
あ
る
。

◎

「
ハ
」

「
エ
」
は
、

こ
の
表

で
は
省
略
し
た
。

(

)
内
は
疑
問
語
を

伴
う
事
例
数

て
あ
る
。

係
助
詞

の
う
ち
、

「
な
ん
」
は
、
竹
取
物
語

で
は
大
部
分

が
会
話
文
中
に
用

「
13

)

い
ら
れ
、
又
、
表

現
主
体

が

「
物
語

」
的
態
度
に
よ
っ
て
表

現
を
行
な
う
と
き

(
14

)

に
多

く
用

い
る
と
い
わ

れ
て

い
る
。
方
丈
記
に
於

い
て
は
、

古
出
系
の
全
四
例

中
、
三
例

は
係
結
と
な
っ
て
お
り
、
大
福

光
寺
本

に
よ
れ
ば
次
の

通

り

で

あ
.

る
。
、

舞
人

ヲ
ヤ
ト
セ
ル
カ
リ
ヤ

ヨ
リ
イ
テ
キ
タ
リ
ケ

ル
ト
ナ
ン

(
1
)

濁
悪
世

ニ
シ
モ
ム
マ
レ
ア
ヒ
テ
カ

・
ル
心
ウ
キ
ワ
サ

ヲ
ナ

ン
見
侍

シ

(
2
)

ヒ
タ
イ

ニ
阿
字
ヲ
カ
キ
テ
縁

ヲ
結

ハ
シ
ム
ル
ワ
サ
ヲ
ナ
ン
セ
ラ
レ
ケ

ル
(
3
)

ス

ヘ
テ
四
万

二
千

三
百

ア

マ
リ
ナ

ン
ア
リ
ケ

ル

(
4
)

ム
ナ

シ
ク
大
原

山
ノ
雲

ニ
フ
シ
テ
又
五

カ

ヘ
リ

ノ
春
秋

ヲ
ナ
ン
経

ニ
ケ
ル

(
5
)

こ
れ
ら
の
う
ち
、

(
1
)
よ
り

(
4
)
ま

で
五
大
災
厄
中

の
用
例
で
あ
る
ζ

と
は
、

こ
の
部
分

の
叙
述
態
度

を
う

か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
思
う
9

又
、

「
こ
そ
」
は
平
安
時
代
の
物
語
、

日
記
中

で
は
、
会
話
丈
中

に
多
く
使

わ

れ
、
更
に
無
名
抄

や
発

心
集
、
平
家
物
語
、
徒
然
草
な
ど
に
も
用

い
ら

れ
、

(
15

)

主
観
性
の
強

い
文
中

に
多
く
使

わ
れ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
方
丈
記
に
於
け
る

用
法
は
、
会
話
文
中

の
も

の
で
こ
そ
な
い
が
、
特
示
強
調

の
…機
能

な
ど
に
於

い

て
は
同
様

で
あ
る
と
考

え
ら

れ
る
。

彼

ノ
地
獄

ノ
業

ノ
風
ナ
リ
ト
モ
カ

ハ
カ
リ

ニ
コ
ソ

ハ
ト
ソ
ヲ
ホ

ユ
ル

(
5
)

京

ノ
ナ
ラ
ヒ
ナ

ニ
ワ
サ

ニ
ツ
ケ
テ

モ
ミ
ナ

モ
ト

ハ
ヰ
ナ
カ
ヲ

コ
ソ
タ
ノ
メ
ル

ニ

(
6
)

.

ヲ
ソ
レ
ノ
ナ
カ

ニ
ヲ
ソ

ル

ヘ
カ
リ
ヶ

ル
ハ
ロ
ハ
地
震
ナ
リ
ケ
リ
ト

コ
ソ
覚

工
侍

シ
カ

(
7
)

(
5
)
に
お

い
て
は
、
係
助
詞

「
ハ
」
を
伴

い
、
(
6
)
に

お
い
て

は
、
結

び
を
備
え
ず
、

(
7
)

の
み
が
係
結

の
形
を
整

え
て

い
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て

は
、
後
に

一
括
し
て

ふ
れ
る
こ
と
と
し
、

こ
こ
で
は
、

こ

れ

ら

の

「
こ

そ
」

が
、
全
て
五
大

災
厄
の
中

に
用

い
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
と
思
う
。

、



「
や
」
と

「
か
」
と

は
、
周
知
の
這
り

主
と
し

て
疑
閤
を
目
釣
と
す

る
係
助

詞

で
あ
る
。
森

重
敏
氏
は

「
『
か
』
が
課
題

の
判
断
に
疑
問
を
も

つ
そ
の
内
容

に
多
く
向
か
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
そ

れ
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、

一
層
あ
ら

(
6

}

わ
に
聞
き
手

に
対
す
る
直
接
叡
な
問

い
か
け
の
意
味
合

い
を
も

つ
。

と
の
ぺ

て
お
ら
れ
る
。
叉
、
阪
倉
篤
義
博
士
や
春
日
和
男

博
士
に
よ
っ
て

噴
か
」
に
よ

る
疑
問
文

か
駕
今

的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

触、や
」
は
叙
述
全
体
を
問

い
の
形

(
17
)

に
も
っ

て
ゆ
く
こ
と
が
説

か
れ
て

い
る
。
方
丈
記
中

の

「
や
」
に
は
、

そ
の
よ

う
な
疑

問

の

場

合

と

、
そ

の
他

、

反
語

、
並

び

に

感

動

の
場

合

と

が

あ
り

、
次

の
よ

う

に

文

中

に

あ

る

も

の

、
又
文

末

に
あ

る
も

の

、
更

に

結

び

を
備

え
て

い

ス
・む

の

、
省

略

さ

れ

て

い
ろ

も

の

と
種

々

で
あ

る

。

ホ

モ

ト

ハ
桶

目
渇
畠
ノ
小

防恥
ト

カ

ヤ

(
8

)

其

中

ノ
人

ウ

ッ

・ン
心

ア

ラ

ム
ヤ

(
9

)

風

ハ
ッ
ネ

ニ
つ
ク
物

ナ

レ

ト
カ

・
ル
事

ヤ

ァ

ル

(
10

)

内

裏

ハ
山

ノ
中

ナ

レ

ハ
彼

ノ
木

ノ

マ

ロ
ト

ノ

モ
カ

ク

ヤ

ト
ナ

カ
ー

ヤ

ウ

カ

ハ
リ

テ

(
11

)

タ

ヘ
テ

ノ

ホ

ル

モ

ノ
ナ

ケ

レ

ハ
サ

ノ

ミ

ヤ

ハ
ミ

サ

ヲ

モ

ツ
ク

リ

ア

ヘ
ン
(
12
)

モ

ロ
ノ

＼

ノ
辺
地
、ナ

ト

ヲ

ク

ハ

ヘ
テ

イ

ハ

・
際

限

モ
ァ

ル

ヘ
カ

ラ

ス

イ
カ

ニ

イ

ハ

ム
ヤ

七
道
諸

国

ワ
ヤ

(
13
)

ハ
ネ

ナ
ケ

レ

ハ
ソ
ラ

ヲ

モ
ト

フ

ヘ
カ

ラ

ス
龍

ナ

ラ

ハ
ヤ
雲

ニ
モ

ノ
ラ

ム
(
14
)

ヲ

ホ

カ
タ

ソ

ノ
ナ

コ
リ

三
月

ハ
カ
リ

ヤ
侍

リ

ケ

ム

(
15

)

こ

れ
ら

の
中

、
疑

問

と

目

さ

れ

る

(
11

)

、

(
15

)

の
場

合

も

、

半
ば

感
動

の
意

を

合

み
、
他

の
場

脅

で
は

反

語

が

最

も

多

く

四
例

を

占

め

、
要

に

感

動

と

目

さ

れ

る

も

の

(
13

)

、
結

び

の
省

略

さ

れ

た

も

の

(
8

口)
と

な

っ
て

い
て

、

一
般

に
疑

問

よ
り

も

む

し

ろ

感

動

、
強

調

的

表

現

に
傾

い

て

い
る

こ

と

が
注

意

さ
れ
る
。

'

.

又

、

「
か
』
の
用
例

は
、
最
も
多
く
全
十

七
例
を
数
え
る
が
、
そ
の
中
の
過

半
数

が
五
大
災
厄
中
に
使
用
さ
れ
、
而
も
そ
の
大
半
が
疑
問
語

を
伴
わ
な

い
用

法
と
な

っ
て

い
て
、
他
の
部
分

が
す

べ
て
、
疑
問
語

を
伴
う
点
と
異
な

っ
て

い

る
。
更
に
、
結
び

の
消
え
た
も

の
や
、
省

略
さ
れ
た
も

の
は

、
五
売
、災
厄
中

の

用
例
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
即
ち
、
序

の
部
分

に
見
ら
れ
る
二
例
と
、
前
半

の

結
び

の
部
分
に
見
ら
れ
る

一
例

、
並
び
に
後
半

の
六
例
は
悉
く
、
結
び
を
備
え

て

い
る
の
に
対
し
て
、
五
大
災
厄
中
の
も

の
は
、
結
び
の
省
略

さ

れ

た

も

の

六
、
結
び

が
消
え
て
文

の
続

い
て

い
る
も

の

一
で
、
結
び
の
あ
る
も

の
は
僅
か

に

二
例
と
な

っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

又

、

「
ぞ
」
は
会
話
に
用

い
ら

れ
る
率

が
低

く
、
客
観
的
な
も

の
ゝ
強
調
に

(
18

)

用

い
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り

、

「
相
手

に
向

か
っ
て
押
し
つ
け
が
ま
し

い

(
19
)

陳
述

で
あ
る
塙
と
説

か
れ
て

い
る
。
而
し

て
、
方
丈
記
中

の

「
ぞ
」
は
第
二
表

に
見
ら
れ
る
邉
り
、
大
多

数

が
五
大
災

厄
中
に
用

い
ら
れ
、
し

か
も
疑
問
語
を

伴
わ
な

い
強
調
表
現
と
な

っ
て

い
る
も
の

が
多

い
。
な

お
、
結
び
を
省
略
す

る

も

の
四
例
、
う

ち
、
三
例
が
五
大
災
厄
中
の
用
例

で
あ

る
。

以
上
、
五
語

の
係
助
詞
に

つ
い
て
み
た
結
果

、
五
大
災

厄
の
叙
述

は
明
ら
か

に
、
他
の
部
分

の
叙

述
と

は
異
質
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
相

違
点
を
今
ま

で
は
、
こ
の
部
分

の
特
別
な
叙

述
態
度
に
見
よ
う
と
し

て

き
た
の
で
あ
ろ
が
、
す
で
に
そ
の
こ
-、」
は
明
ら
か
で
あ
り

、
作
者
は
五
大
災
厄

の
叙
述
を
な
す
に
必
ず

や
、
自
身
を
も
合
む
読
者
を
意
識
し

、
対
話
意
識

の
も
・

と
に
執
筆
し

た
で
あ
ろ
う

と
考

え
ら

れ
る

の
で
あ
る
。
次

に
、
相
違
点

は
こ
の

よ
う
な
作
嵩

の
態
度

に
と
ど
ま
る
も

の
で
な
く
、
文
体

の
上
か
ら
み
る
時

、
和

文

的
要
恨.糸
と
訓
読
、文
的
要
素

と
の
比
重

が
、
五
大
災
厄
と
他
の
部
分
と

で
は
全



く
逆

に
な

っ
て

い
ろ
事
実

に
つ
い
て
の

ぺ
た

い
と
思
う

。

訓
点
語
に
於
い
て
、
丁
寧
語

「
は
べ
り
」

が
見
ら
れ
な

い
と

い
う

こ
と
は
、

早
く
遠
藤

博
士
が
訓
点
語

の
敬
語
・広
に
つ
い
て
の
層
ら
れ
た
中

に
、
注
意
せ
ら

(
0

)

れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
更
に
又
、
大
坪
併
治
氏

の
挙
げ
ら
れ
た
山
田
本
法
華
経

(
21

)

の

「
ハ
ベ
リ
」
四
例

(
動
詞
)
に

つ
い
て
も

、

「
平
安
初
期
資
料

の
み
に
見
ら

(
22

)

れ
る
例
外

的
な

現
象
と
考

へ
る
、」
と
築
島
博
士
が
注
し
て

居

ら

れ

る
。
従
っ

て

、
方
丈
記
中

の

「
侍
り
」
に
つ
い
て
は

、
動
詞

、
補
助

動
詞

の
い
ず

れ
も
和

文
系
の
語

と
解
す

べ
さ
で
あ
ろ
う

。
又

、
漢
夕
訓
読
語
に
於
け
る
係
助
詞

に
つ

い
て
は
、
築
島
樽
十
の

ご
論
考
が
あ
り

、
そ

れ
に
よ

っ
て
み
る
に
第

二
表
に
掲

げ

た
係
助
詞

が
そ
れ
そ
れ
、
訓
読
語
系

の
も

の
で
あ
る
か
、
和
文
系
の
も
の
で

あ
る
か
は
明
自

で
あ
る
。
即
ち

、

「
な
む
」
は
訓
読
文

で
は
、
説

話

的

要

素

.

(
23

)

(
物
語
的
要
素
)
を
含

む
文
献
に
も
見
出
さ
れ
ず

、
全
く
和
文
系
の
語

と
考
え

ら

れ
る
。
又
、

「
こ
そ
」

は
、

(
5
)

(
6
)
と
も

に
和
文
の
用
法

と
考

え
ら

(
24

)

.(

25

)

れ
る
も
の

て
あ
り
、

(
7
)
も
又
、
逆

接
条
件
句
を
成
さ
ず

、
単
な

る
強
調
を

あ
ら
わ
し
、
和
文

の
用
法
と
考
え
ら
れ
る
。
又

「
や
」
は
文

中
に
於

い
て
は
、

並
列

の
形
で
述

べ
ら

れ
る
以
外
は
和
文

系
と
解
し
て
よ

い
も

の
の

よ

う

で

あ

【

20

)

る

。
従

っ

て

、

(
10
)

(
12

)

(
14

)

(
15

)

は
和
文

の

用
法

と
考

え

ら

れ

る

も

の

で

あ
り

、
又

、
結

び

の
省

略

さ

れ
た

(
8

)

(
11

)
も

同

様

に

考

え

て

よ

〔
穿
)

い
も

の

と
思

う

。
そ

し

て

、
文

末

に

用

い
ら

れ

た
反

語

の

(
9

)

の

場

ム
ロ
と

、

(

28

」

感
動
の

(
13
)
の
場
合
と
が
、
訓
読
系

の
用
法
と
考
え
ら
れ
る
。
又
、

「
か
」

に
つ
い
て
は

、

「
文

中
に
於

け
る

『
か
』
は
、
平
安
時
代
の
訓
読

に
於

て
は
、

必
ず
疑
問
語

の
下
に
伴
っ
て
用
ゐ
ら
れ
て

ゐ
る
。
平
安
時
代
の
仮
名
文

の
例

で

見

る
と

、
和
歌
の
中
に
は
、
疑
問
語
な
し
に
文
中

に

『
か
」

が
用
ゐ
ら
れ
る
ζ

と
も
あ
る
が
、

一
般

の
散

文

で
は
疑
問
語

と
共
に
用

ゐ
ら
れ
る
の
が
普
通
ら
し

(
29
)

い
。
」

と
説

か
れ
て
い
る
。
方
丈
記
中

の
用
例
は
、
疑
問
語
を
伴
わ
な

い
も
の

五
例

(
結
び

の
省
略
さ
れ
た
も
の
四
、
結
び

が
消
え
て
文

の
下
に
続
け
ら
れ
る

も
の

一
、
全
て
五
大
災
厄
中
に
あ
ら
わ
れ
る
)
、
下
に
疑

問
語
を
伴

っ
て
い
る

が
、
和
文

系
の
用
法
と
考
え
ら

れ
る
も
の
三
例

(
序
の
部
分

二
、
後
半

一
)

、

明
ら
か
に
訓
読
系
の
用
法

と
考

え
ら
れ
る
も

の
四
例

(
序
の
部
分

一
、
五
大
災

厄

一
、
後
半

二
)
、
い
ず

れ
と
も
き
め
ら

れ
な

い
も
の
六
例

(
五
大
災
厄

二
、

前
半
の
結

の
部
分

一
、
後
半

三
)
と

な

っ
て

い
る
。

そ

し

て
、
最
後
の
六
例

中
、
五
大
災
厄
の
叙
述
中

に
あ
ら
わ
れ
る
次

の
用
法
は

、
助
動
詞

「
ら
む
」
が

結
び

と
な

っ
て
い
て
和
文

的
で
あ
る

こ
と
、
並
び
に

「
イ
ヅ

ク

ニ
」
の
用
法
が

陳
述
副
詞
の
よ
う

に
用

い
ら
れ
た
場

合
で
な

く
、
場
所
を
指
示
す

る
も
の
で
あ

る
こ
と
な
ど
考
え
合
せ
る
と

さ
、
和
文

系
の
用
法
と
考

え
て
よ

い
よ
う

に
思
わ

れ
る
。
カ

ハ
モ
セ

ニ
ハ
コ
ヒ
ク
タ
ス
イ

ヱ
イ
ツ
ク

ニ
ツ
ク
レ
ル

ニ
カ
ァ

ル
ラ

ム

次
に

「
ぞ
」
に
つ
い
て
は
、
訓
読
で
比
較
的
多
く
用

い
ら

れ
る
係
助
詞

で
あ

る
こ
と
、
和
文
に
比

べ
て
、
交
中

に
於

け
る
用
法
は
多

く
の
場
合
疑
問
語
の
下

に

伴

わ

れ

る
こ
と
、
そ
し

て
疑
問
語

の
な

い
文

中
で
単
な
る
強
調
と
し
て
用

(
30

)

い
ら
れ
る
例

は
、
非
常
に
少
な

い
こ
と

が
説
か
れ
て

い
る
。
方
丈
記
中
の
用
法

に
お
い
て
は
、
右
の
お
説
中

の
単
な
る
強
調

が
大
多
数
を
占

め
、
而
も

、
そ

の

大
部
分

が
五
大
災
厄

の
叙
述

に
集
中
し
て
い
る

(
第

二
表
)
。
疑
問
語
を
伴
う

用
法
は
次

の
通
り

、
明
白
に
訓
読

系
と
さ

れ
る
と
こ
ろ
の
も

の
で
あ
る
。

其

ノ
費

エ
イ
ク
ソ

バ
ク
ソ

タ
ヒ
　

ノ
炎
上

ニ
ホ

ロ
ヒ
タ

ル
家
又

イ
ク
ソ

ハ
ク
ソ



ナ
ン
ソ
イ
タ

ツ
ラ

ニ
ヤ
ス
ミ
ヲ
ラ

ン

以
ト
.、
五
語
の
係
助
詞

に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
を

、
第

二
表
と
同
形
式

で

表
示
す

る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

の
記
入
方
に

に
よ

っ
て
・
そ
の
事
例
数

・嘉

入

し

た
。

(

)
内

は
、
和
文
、
訓
読
文

の

い
ず

れ
の
系
統
と
も
き

め
ら
れ
な

い
事

例
数

で
あ
る
。

こ
こ
に
明
ら
か
に
知
ら

れ
る
こ
と
は
、
五
大

災
厄
の
叙

述
中

に
は
強
調
を
目

的
と
す
る
係
助
詞
が
集
中
し

て
用

い
ら

れ
、
文
体
上

、
和
文

系
の

様

相

を

も

ち

、
而
も
他
の
部
分

と
比
較
す

る
に
、
相
当

に
大

き
な

へ
だ
た
り
を
示
し
て

い

る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
様
相

は
又

、

「
侍
り
」
や
、
以
上

の
係
助

詞
に

限
ら
ず
、
他
の
諸
種

の
語

に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四

方
丈
記

に
於

け
る
訓
読
文

系
の
語

法
の
う
ち

、

「
(
い
か
に
)
い
は
ん
や
…

…
を

や
」

「
い

へ
ど
も
隔

「
も
し

…
…
ば
」

「
も
し
…
…
時
に
は
」

「
す
な

は

ち
」
な
ど

に
つ
い
て
は
、
す

で
に
土
田
知
雄
氏

の
ご
考
察

が
あ
る
。
そ
し
て

、

氏

は

「
お
お
む
ね
、
漢

又
訓
読

か
ら
来
て

い
る
語

法
は
後
半

に
多
く
用

い
ら

れ

て
、
そ

の
簡
潔
明
晰
な
表
規
に
資
し

て
い
る
。
そ
の
う
ち
で
、

『
い
は
む
や

一

が
こ
の
系
統
に
属

し
な

が
ら

、
前
半
に
多

い
の
は
興
味

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ

の
語

の
強
意
性

が
前
半

に
お
け
る
情
緒
的
表
現
に
協
力
し

え
た
か

ら

で

あ

ろ

(
31

)

う

。」

と
傾
聴
す

べ
長.・ご
見
解
を
の

べ
て
居
ら
れ
る
。
而
し
て
、
訓
読
系
の
語

法

が
後
半

に
多

い
と

い
う

こ
と
は
、
お
説
の
通
り
で
あ
る
が
、
な
お
、
前

半
に

於

い
て
も

、
五
大
災
厄

の
叙
述
以
外
の
部
分

で
は
略
、
後
半

と
同
様
な
現
象

か

【見
ら
れ
る
。

先
ず
、
助
動
詞

に
つ
い
て
、
右
の
こ
と
を
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。
と
り

あ
げ
る
語
は
主
と
し

て
、
築
島
博
十
の

ご
高
著
に
よ
り

、
遠
藤

博
士
、
中
田
博

士

、
外
、
諸
先
学

の
ご
高
説
を
参
照
し

て
選
び

、
そ
れ
　
＼
特
有

の
語
に
限
定

(
32

)

し
た

つ
も
り
で
あ
る
。

○

訓
読
系
を

ω
、
和
文

系
を

ロ
、
と
略
し
た

。
算
用
数
字

は
、
大
福
光
寺

本
に
よ
る
事
例
数

で
あ
る
。

五
大
災
厄
中

の

「
ナ
リ
」
九
例
に
は

「
ト
モ
」
を

伴

っ

て

「
ナ
リ

ト
モ
」

と
な

っ
て
い
る
も
の

二

例

、

「
テ
」
を

受

け
て

「
テ
ナ
リ
」
と
な

っ
て

い
る

も

の
二
例

、
回
想

の

「
ケ

リ
」
を

伴

っ
て

「
ナ

リ

ケ

リ
」
と
な

っ
て

い
る

も

の

二
例

が
含
ま

れ
て

い
る
。
又

、
後

半

の

叙
述
中

に
用

い
ら
れ
た
十
五
例



中

に
は
、

「
卜
」
を
受
け
て

「
ト
ナ
リ
」
と
な

っ
て

い
る

も

の

二

例

、

「
テ

」
を
受

け

る

も

の

一
例
、

「
ユ
へ
」
を
受
け
て

「
ユ
ヘ
ナ
リ
」
と
な

っ
て

い

る
も
の

一
例

が
含

ま

れ
て

い
る
。
又

、
断
定

「
ナ
リ
」

の
未
然
形

「
ナ
ラ
」

は
、
殆
ど

が
打
消
の
助

動
詞

に
接
続
し

、
五
大
災
厄
中
の

一
例

は

「
ズ
」
に
、

後

半
の
二
例
は

「
ヌ
」

「
ネ
」
に
そ

れ
　

接
続
し

て

い
る
。
断
定

「
ナ
リ
」

の
連
体
形

「
ナ
ル
」
は
、
中

の
二
例

が

「
ベ
キ
」

(
五
大
災
厄
)
と

「
ベ
シ
」

(後
半

)
に
接
続

し
て

い
る
。
又

、
断
定

「
ナ
リ
」
の
已
然
形

「
ナ
レ
」
は
全

.て
接
続
助
詞
に
連
な
り

、
そ

の
語
は

「
卜
」
二
例

(
一
例
は
序
の
部
分

、
他

は

　
続

く
も

の
二
例

(
序
の
部
分

に

一
例

、
五
大
災

厄

中
に

嚇
例
)

、
又
、

「
ト
イ

ヘ
ト
モ
」
に
続

く
も

の

一
例

(
後
半
)
、
接
続
助
詞

「
ト
モ
」
に
続

く

　「リ
」

の
已
然
形

「
レ
」
は

、
二
例
と
も
接
続
助

詞

「
バ
」
に
続

い
て
い
る
。
打

消
の

「
ザ
レ
」
は

二
例

が
接
続

助
詞

「
バ
」
に

、
一
例

が

「
ド

モ
」

に
接
続
し
て

い
る
。
又

、
使

役

の

「
シ

ム

ル
」

は

、
序
の
部
分

の

一
例
は
係
助
詞

「
カ
」

の
結
び

と
な

っ
て

い

る
。
推

量

の

「
ベ
カ
ラ
」

は
、
す

べ
て
打
消
の
助
動
詞

「
ズ
」
に
連
な

る
形
と
な

っ

て
い
る
。
比
況
の

「
ゴ
ト
シ
」
に
は
、
連
体
格
助

詞

「
ガ
」
を
受

け
る

「
ガ
ゴ

ト
シ
」
三
例

(
各
部
分

に

一
例
)
を

含
み
、

「
ゴ

ト
ク
」
も
同
様
に

「
ガ
ゴ
ト

ク
」
三
例

(
全
て
、
五
大
災
厄
中
)
を
含

む
。
な

お

「
ゴ
ト

シ
」
は
、
五
大
災
厄
中
に
、

「
コ
ト

ク
旨
は
五
大
災
厄
と

後
半
に
、

各

一
例
見
ら
れ
る
。
而
し
て
、
こ
れ
ら

の
助
動
詞
が
.文
け
て

い
る
語
、
又
は
後

に
接
続
し
て

い
る
語

に
も
又
、
両
系

の
特
徴
の
見
ら
れ
る
も
の
が
多

い
と
考

え

ら
れ

る
が
、
そ
れ
は
後
に

一
括

す
る
こ
と
と
し
て
次
に
、
和
文
系

の

助

動

詞

を

、
同
じ
く
大
福
光

寺
本
に
よ
っ
て
表
示
す

る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

五
大
災

厄
中

)

「
へ
」

一
例

(後

半
)
と
な

っ
で

い
る
。
完
了

の

「
リ
」
は
殆
ど
終
止
用
法
で
あ
る

が
、
過
去
の
助
動
詞

「
キ
」
の
連
体
形

「
シ
」
に

も
の

一
例

(
後
半
)
、
格
助
詞

「
ト
」
に
続

く
も

の

一
例

(
五
大

災
厄
)
を
も
含
ん

で
い
る
。
完
了



回
想
の

「
ケ

ル
」
に
、

「
レ
」
は
同

じ
く
回
想
の

「
キ
」
に
そ
れ
ぞ
れ
続

い
て

い
る
。

「
ヌ
」
は

、
受
け
る
語

は
、
動
詞
三

、
形
容
詞

一
、
形
容
動
詞
二
、
助

動
詞
三
、
と
な

っ
て
お
り

、
全
て

、
休
言
に
接
続

し
て
い
る

。
ま
た
、

「
ネ
」

は
全
て
接
続
助
詞

に
連
な
り

、
そ

の
語
は

「
バ
」
四
、

「
ド
」

一
、
で
あ
る
。

以

上
、
大
福
光
寺

本
の
本
夕
に
よ

っ
て
、
訓
読
文

、
和
文
両
系
の
特
有

の
助

動
詞

と
見
ら
れ
て

い
る
も

の
に

つ
い
て
、
五
大
災
厄
の
部
分

と
そ
れ
以
外

の
部

分

と
の
比
較

を
試
み
、
第

四
表
の
如
き
結
果

を
得
た

の
で
あ
る
が
、
ω
表

に
於

け
る
五
大
災
厄
中
の
事
例
数
は
他

の
部
分

に
比

べ
て
、
決

し
て
少

な
い
と

は
云

え
な

い
が
、
　
表
と
の
対
照
に
於
い
て

み
る
と
き
、
そ

の
全
体
的
な
比

璽
が
既

述
の
通
り

、
他

の
部
分

と
は
逆

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

次

に
、
右

の
助
動
詞
の
接
続

に
関

し
て

、
接
続
助

詞
な
ど
を
挙
げ
た
の
で
、

助

詞
に

つ
い
て
み
る
こ
と
に
し
た

い
と
思
ラ

。
語
の
選
択
は
助
動
詞

の
場
合
と

同
様
の
方

法
に
よ
り

、
明
確
な
も
の
に
限
定

し
た
。

右
表
中

「
ケ
ル
」
は
全
十
例
中
、
五
例
が
係
助
詞

「
ゾ

」

「
ナ
ン
」
に
対
す

る
結
び
て

、
五
大
災

厄
前

後
の

一
例
、
及
び
後
半

の

一
例

も
そ

の
例
で
あ
る
。

結

び
以
外
の
五
例

は
、
格
助
詞

「
ト
」

「
ヨ
リ
」

、
接
続
助
詞

「
バ
」

、
係
助

詞

「
ハ
レ

、
断
定

の
助
動
詞

、
連

用
形

「
二
」
な
ど
に
、
そ
れ
ぞ
れ
接
続

し
て

い
る

。

「
ケ
レ
」
は
全
て
接
続
助
詞

「
バ
」

「
卜
偏
に
連
な
り

、

「
コ
ソ
」
の

結
び
と
な

っ
て
い
る
も

の
は
な

い
。

「
ケ

ム
」
は
、
係
助
詞

「
ヤ
」
に
対
す
る

結
び

で
あ
る
。
又
、

「
ラ
ム
」
も
係
助
詞

「
カ
」
に
対
す
る
結
び
と
な
っ
て
い

る

。

「
タ
レ
」
は

二
例

と
も
接
続
助
詞

「
バ
」
に
続

い
て

い
る
。

「
ラ
レ
」
は



○

○

を
付
し
た
の
は
、
そ
の
助
詞
と

同
じ
よ
う
に
用

い
ら
れ
る
の
で

、

そ
れ
に
準
ず

る
意
。

こ

の
よ
う
に
、
助
詞
に
於

い
て
も

、
助
動
詞

の
場
合
と
殆
ど
同
様

の
結
果

が

得
ら
れ
る
こ
と
に
よ
ρ
て
、
略

、
五
大
災
厄

の
叙
述

の
特
殊
な
性

格
を
前
述

の

よ
う
に
推
定
す
る

こ
と

が
で
き
る
と
思
う
。
な

お
、
副
詞

、
形
式

名

詞

そ

の

他
、
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
語
も
多

い
し

、
又
、
大
福
光
寺
本

の
み
で
な

く
、
少

く
と
も

四
種
以
上

の
本
に

つ
い
て
、
比
較
検
討

の
必
要
も
あ
り

、
ほ
ゴ

そ
の
結
果

は
得

て
い
る

の
て
あ
る
が
、
未
だ
不
明
確
な
点
も
多

々
あ
る

の
で
、

こ
の
度
は
以

上
の
如

き
中
間
報
告

に
と

ゞ
め
た
い
と
思
う

。

(
昭
和
三
八

・
一

〇

・
一
.九
)

蔑
(
1
)
武
田
孝
著

「
方

丈
記
解
釈
法

」
47
ぺ

土
団
知
雄

「
方
丈
記

の
解
釈
と
文
法
上

の
問
題
点
」

(
「
講
座
解
釈
と
文

法
し
5
)
　

ぺ

(
2
)
吉
[池
浩

「
方
丈
記
成
山立
慨弓
再

説
」

(
「
国
韮
卿
教
育

」
第

六
号
)
8

ぺ

(
3
)
山
田
巌

『
平
家
物
語
の
用
語

と
語
法

」

(
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」

二

一
一
ノ
九
)
岨
ぺ

塚
原
鉄
雄

「
鎌
倉

・
室
町
時
代

の
敬
語
」

(
一
国
文

学
解
釈
と
鑑
賞
」

二

一
ノ
五
)
14

ぺ

(
4
)
山
日
孝
雄
著

「
方

丈
記

」

(
宝
文
館
)
所
収
の

「
方
丈
記

諸

本

解

説

略

」
及
び

、

「
大
福
光
寺
本
方
丈
記
し

(武
蔵
野
書
院
複
製
)
に
付

け
ら

れ
た

「
方
丈
記
諸
本

解
説

」

(
5
)
大
福
光
寺
所
蔵
本

(武
蔵
野
書
院
発
行

、
複
製
本
)

前
出
侯
爵
家

尊
纒
閣
文
庫
所
蔵
本

(
古
典
文
庫
所
収

、
翻
刻
本

)

一
條
兼
良
本

(
戸
川
浜
男
氏
所
蔵
本

の
複
製
本

、
古
典
文
庫

所
収

)

嵯
峨
本

(岩
崎
文
庫
所
蔵
本
を
底
本
と

し
て
翻
刻
さ
れ
た

、
簗
瀬

一
雄
編

「
鴨
長
明
全
集
」
所
収
の
嵯
峨
本
第

一
種
・本
文

)

仁
木
宜
春
著

「
長
明
方
丈
記
抄

」

(
碧
沖
洞
叢
書

第
十
九
輯

)

(
6
)
真
字
本

、
吉
澤
義
期
博
七
所
蔵
本

(
古
典
文
庫

所
収

の
縮
写
影
印
本

、

並
び

に
鴨
長
明
学
会
発
行

の
影
写
本
)

長
享
本

、
東

京
大
学
国
文
学
研
究
室
本

--
森
治
蔵
氏
旧
蔵
本

(
古
典
文
庫

所
収
の
本
文

)
彰

考
館
本

(
簗
瀬

一
雄
氏
臨
写
複
刻
本
、
碧
沖
洞

叢
書
第

十

一
輻

)

小
川
寿

一
氏

所
蔵
本
一
同
氏
所
蔵

本
口
断
簡

(
鴨
長
明
学
会
発
行

、
鴨
長

明
叢
書

第

一
輯
第

一
編

及
び
、
第

二
編

。
臨
写
複

刻
本

)

延
徳
本

、
東
京
大
学
国
語

研
究
室
本

(
古
典
文
庫

所
収

、
縮
写
彩
印
本
)

小

川
寿

一
馬
所
蔵
本

(小
垣
尋

一
氏
翻
刻
、
龍

谷
大
学
国
丈
学
会
発
行

)



(
7
)
名
古
屋
市
立
図
吾
館
所
蔵
本
本
文

川
瀬

一
馬
氏
蔵

、
正
親
町
家
旧
蔵
本
本
文

木
活
字
本

(
蓬
左
文

庫
所
蔵

溶
)
木
文

一止
保
板

本
∴冷
文

首
詰

万
丈
記
本
文

方
丈
記
泪
説
本
文

長
明
方
丈
記
抄

(
加
藤

盤
斎

)
本
文

方
丈
記
諺
解
本
文

扶
桑

拾
葉
集

所
収
太
六
ふ
文

方
丈
記
流
水
抄
本
文

・

群
爵
類
従
所
収
本
本
文

(
8
)
石
閏
元
季
氏
架
蔵

本
本
文

長
享
本
の
吉
澤
義

則
博
士
所
蔵
本

(
9
)
吉
澤
義
則
著

「
国
語
史
概
説
」
43

ぺ

『
国
語
科
学
講
座
」

(明
治
書
院
)

V
、
所
収
、
吉

澤
義
則
著

『
日
本
文

章
史
」
47

ぺ

(
01
)
時
枝
誠
記
怯膚

「
日
本
か
入琵
仏
文
語
櫓
」
　

く
11
)

「
方
丈
記

の
解
釈
と
文
法
上

の
問
題
点
」
(
「
講

座
解
釈
と
文
法
」
5
)

駕
ぺ

(
12
)
右
同
書

、

(
13
)
三
谷
栄

一
著

「
竹
取
物
語
評
解
」

73

ぺ

く
14
)
阪
倉
篤
義

「
歌
物
語

の
交
章
　

『
な
む
』
の
係
り
結

び
を
め
ぐ

っ
て
」

(
「
国
語
国
文

」
一
二
一
ノ
六
)
13
～
15
ぺ

宮
坂
和
江
「
係
結
の
表
現
価
値
-

物
語
文
章
論
よ
り
見
た
る
ー

」

(
「
国
語

と
国
文
学

」
ご
九
ノ
ニ
)
47
ぺ

築
島
裕

「
漢
文

訓
読
語

に
於
け
る
係
助
詞

に
就

い
て
」

(
「
語
文
研
究

」

十
号
)
29

ぺ

(
15
)
小
久
保
崇
明

「
係
助
詞

『
こ
そ
」

『
ぞ
』

の
強
弱
に

つ
い
て
」

(
「
解

釈

」
一
一
ノ
五
)
31
～
32
ぺ

(
16
)
森
重
敏

「
係
結

」

(
「
続

日
本
文
法
講

座
」
1
)
44
ぺ

(
17
)
春

日
和
男

『
万
葉
集

の
文
伝
」

(
「
日
本
文
法
講
座
」

4
)
50

ぺ

阪
倉
篤
義

「
反
語

に
つ
い
て
」

(
「
万
葉
」

一
一
二
)
6

ぺ

(
18
)
小
久
保
崇
明
氏
前

掲
論
文
な
ど

(
19
)
森
重
敏
氏
泌削
掲
入湘
文

、
44
ぺ

(
20
)
遠
藤
嘉
基
著

「
訓
点
資
料
と
訓
点
語

の
研
究

」
隅
ぺ

(
21
)
大
坪
併
治
著

「
訓
点
語

の
研
究

し
魏

ぺ

(
22
)
築
島
裕
著

「
平

安
時
代

の
漢
文
訓
読
語
に

つ
さ
で

の
研
究
」
99

ぺ

(
23

)

右
同

圭
日
、
15

ぺ

(
42

)

右
日
門
舟百
、
盟

～

%

。へ

(
52

)

右
【同

坐
国
、
B

ぺ

(
26

)

右

同
童
臼
、

35

ぺ

(
27

)

右

同
門」青
、
35

ぺ

　

(
82

)

山勾
同

妻
口
、
36

ぺ

　

(
29

)

右
同

棄
再
、
27

ぺ

　

(
30
)

右
同

吾…百
、
24

ぺ

7

(
31
)
土
田
知
雄
薯

、
前
掲
書
、
50

ぺ

1

(
32
)
築
島
裕
著

、
前
掲
書

中
田
祝
夫
著

「
古
訓
点

の
国
語
学
的
研
究

」

遠
藤
嘉
基
著
、
前
掲
書


